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討. 成長科学協会研究年報 17 : 261 -266， 1994. 
5 )  浜崎智仁 : 魚 と 私た ち の寿命. フ ォ ー ラ ム 「魚
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( ヒ ュ ース ト ン会議よ り ) . 食の科学 197 : 50・51，
1994. 
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研究 71 : 1 238- 1243， 1994. 
1 0 ) 水島 豊， 森永信一， 藤下 隆， 小林 正 :
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1 1 ) 水島 豊， 菓子井達彦， 藤下 隆， 三輪敏郎，
小林 正 : 呼吸器疾患 と 高 カ ル シ ウ ム血症， 臨床
と 研究 71 : 1801 ・ 1803， 1994. 
1 2 ) 水島 豊 : 処方-私の考 え 方 ， サ イ ト メ ガ ロ
ウ イ ルス 肺炎. 臨床 と 研究 71 : 2135・2136， 1994. 
13 ) 水島 豊 ， 浜 祐美， 高木英子， 野上悦子 ，
小 林 正 : 入院患 者お よ びその家族を対象 と した
癌告知に関する ア ンケー ト 調査 臨床と研究 71 : 
2895・2899. 1994. 
14)  水島 豊 : 呼吸器症候群 - ア レ ル ギ ー性気管
支肺ア ス ペルギルス症. 日本臨床 (別冊) 359-360， 
1994. 
1 5 )  水島 豊 : 呼吸器症候群 ー ア レルギー性気管
支肺 カ ンジダ症. 日 本臨床 ( 別冊 ) 361 ， 1994. 
1 6 ) 水島 豊， 川崎 聡， 蓑 毅峰， 坂本美奈子，
小林 正 : 気管支端患の心身医学的 ア プ ロ ー チ.
と や ま県医報 1 120 : 6-9， 1994. 
1 7 ) 水島 豊， 石井 明訳 : マ ラ リ ア対策 の 障害
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18 ) 水島 豊， 菓子井達彦， 吉田 良昌， 小林 正 :
肺門部肺癌の早期 発見 に 向 け て . と や ま 県医報
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